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司 会 者

助 言 者
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第 1学年 1組  理科学習指導案  豊校時

指導者  前  田 な ぬ

1。 単 元  じしや く

2.藝 標

認知的目標

磁気は騒に見えないが、物を磁石に事|き つけ、更に離れて移る物や、間にある物を

通しても引きつける働 きがあることを理解させる。

態度的目標

lAl 事実を通して、自分で考え、自分で見つけようとする。

例 なっきりと、みんなによくわかるように、かはまししようとする。

な。教 材 の取 り扱 しヽ

児童の多くは、霧常生活の中電磁石を見たり扱ったりして、釘や金物を弔|き つける現象

驚経験して砕るか、それは組織だって移験峰認識である。そこで磁石に関する認識を物

(磁石)と物 (つ く物、つか毅搾物)の間に見られる現象をもとに薬続づけて理解させる

4.指導 計画

指 導 内 容 学 習 課 題 鋳

嗜a ttlyCは 磁石につ く物 と、つか歳椰物

とがある。

。磁石には、 どんな物がつ 〈だろう。 1

0
2.磁石は端の方ほ ど物を引 きつける力

が強棒。

攣磁石の季|き つける力は、 とこがいち

ばん強椰だろう。

5。 磁石と、つ く物が離れていても、磁

石は物を引きつける。

0磁石は離れた所にある物でも引きつ

けるだろうか。

4.磁石 と、つ く物の間にビニル、水等

をかいてもり|き つけるが、磁石につ く

金物をお くと馨|き つける力が弱 くなる。

・ 磁石は間に物をおいても引きつける

だろうか。

5,磁石を使って砂の中の砂鉄を集める。 。砂の中から砂鉄を取り出すことがで

きるだろうか。

-6-



5。 本 時 の 目標

認知的目標

身近かにあるいろいろな物の中には、磁石につ く物と、つかない物とがあることを

理解させる.

態度的目標

lAl 磁石につ 〈物、つかない物を区別 して、

0 みんたに聞こえる声で、かし唆いまで、

本時の指導過程

「
・………………

T~…
…

1学習課題 |じ じや くには、 どんな物がつ くだろう。

児 童 の 活 動 教 師 の 活 動

それを確かめ菫うとする。

はっきりと、かはなじしようとする。

予

想

弯多 学習計画を確認する。

2.磁石には、 どん敢物がつ く

だろう。

eつ く物つかない物に分ける

0磁石を使って確かめる。

・ 調べた結果をメモして話 し

あう6

5。 金物であったら、どんな物

でも磁石につ くだろうか。

機色々な金物を分ける。

(つ 〈物、つかない物)

・ 磁石に31き つ くか どう力ヽを

調べる。

0見つけたこと、わかったこ

とを話 しあう。

4.き ょうの学習でわかったこ

とを話 し合 う。

5。 磁石は、どんなにしまって

お くとよねか考える。

0本時の課題を確か諭させる。

義経験からの予想によって分類

させ、その理畿も述べさせる。

今予想と比較 して磁石に引きつ

け残 物テをはっきりとらえさせる

。調べたことをメモさせる。

奪金物の中にも磁石につ く物 と

つかな移物 とがあるなとをわ

からせる。

e磁石につ く物は色、形、大 き

さ重さ等で決まらないことに

気づかせる。

0本時のまとめをする。

・ 磁石の磁性を失なわなわ扱榛

方を知らせる。

0次時の課題を知らせる。

かめようと

したか。

O自 分の考え

を相手には

っきり話せ

たか。

課題にそっ

たまとめが

できているノ

つヽ。

ま
　
と
　
め

区分 評 価 の 観 点

予

想

中
　
心ヽ

中

鳩ヽ



第 2学年 1組  理科撃習指導案  逸較時

ま旨導者 圏 附 昭 良

1.単元  まめ で ん きゆ うの つ け方

2。 目標

認知的目標

(1)乾電池の二つの極と豆電球を導線でつなぐと、豆電球が点燈する。

(2)電気を通すものと、通さないものとがあることを知 らせる。

態度的目標

lAl 回路をくふうして構成することで、多面的な見方、考え方をしようとし、電気を

通すか通さないかの比較によって、物の物質的な見方、考え方をし、点燈するか否

かの現象を、物と物との関係から見たり考えたりしようとする。

lBl 友だちに、ょくわかるように、かはなしをする。

6。 教 材 の取 扱 い

豆電球にあかりをつけるのに、乾電池が榛ることや、豆電球と電池との導線のつなぎ方

は、ほとんどの児童が、生活経験を通 して知ってぃる。しかし、電流については、磁石の

働きの学習経験から、磁気と混同している児童が少なくない。 目に見えなね物の働 きに

つ榛ては、磁力 。空気に続いて 3回 目の学習経験である。 電球がつくことを通して、働

きとしての電気や、電気の回路についての概念を初歩的につかませたぃ。

4.指導 計画

指 導 内 容 学 習 課 題 時

1.1個の豆電球を 1個の乾電池の決ま

った 2個所につなぐと点燈する。

豆電球を、電池につないで、あかり

をつけてみよう。

2.乾電池の両極 と豆電球を輪のように

つなぐと、導線の長さや簸 きに関係な

《点燈すら。

電気は、どん敢ふ うに伝わって幹 く

のだろう。壌た、線を長 くすると、

豆電球の明らさは、変わるだろうか。

1

太

(轟 )

5,鷺気の導体 と不導体とが区別できる。 電気を通す物 と通さなぃ物を調べる。

4。 メイ ツチのしくみを知り、

を作るほとができる◇

ス イ ツチ 豆電球を、つけたり消したりするには、

どうすればよねか、やってみよう。

-8-



5, 本 時 の 甍標

認知的目標

(1)乾 電池の、十極と一極、豆電球の三点を、導線で輪のようにつ敢く
｀
と、豆電球は

点燈することを知らせる。

(2)導 線の長さや張り方を変えても、豆電球は同じ明るさで点燈すること臨 付かせる。

態度的目標

輔 回路をくふうして、ぃろいろ確かめる中で、ねろいろな見方・考え方をしようと

する。 (事実をたくさん見つけていこうとする)

0 はっきりした声で、みんなlF_よ くわかるようにおわりまで話そうとする。

本 時 の指導 過 程

学習課題 電気は どんなふ うに伝わ り、線を長 〈すると電球の明るさは変わるだろうか。

児 童 の 活 動 教 師 の 活 動

予

想
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1

|

:

・ 極を点としてでな〈、連続

た広がりとしてとらえさせ

メモを、させゆるの

児童相互の応答の姿を、だ

じにする6

。課題を、 しっかり意識づけ

せる。

。結線の方法を知 らせる。

各グループごとに、まとめ、

発表 させる。

課題が、つか

めたか。

いろいろ調べ

て幹るか。

自分の実験結

果 を、 しっか

り伝えている

力ヽ。

0予想から仮説

へ と高まった

か 。

③協力して実験

をすすめたか。

0課題にそった

すとめが、で

きているか。

予

想

唆

と

め

_q_

区 分 評価の観点

中

心ヽ



第 2学年 2組 理科学習指導案 量校時

塚 本 千 文指導者

1,単元 や じろべ え

2.目 標

4,

認知的目標

0 や じろべえの一方のかもりの重さや位置を変えると傾 きが変わることから、や じ

ろべえの傾 きは、おもりの重さと位置に関係 した傾けるはたらきによることを理解

させる。

態度的目標

① やじろべえの立ち方に興味を持ち、そのつ くりを変えて、そのたびに立ち方の変

り方を調べようとする態度をつけると共に安定したやじろべえを作ろうとする。

③ 自分の考えを友だちによくわかるように話そうとする。

教 材 の取扱 い

第一学年のシーソーの学習で、支点から等距離に物を置いた場合、シーソーが傾けば、

下がった方に置かれた物の方がもう一方に置かれた物よりも重いこと、及びシーソーが

傾かない時には両方の物の重さは等しいということを学習している。

子どもたちは重さにつ粋て、大きい物は重い、小さい物は軽いという見方をしている者

がかなりいる。物の大小や形には関係なく、重さの違いにより、シーソーややじろべえが

傾 くことを本単元で気づくことが出来るであろう。

男児 19名、女児 14名 、計 33秒学級構成であるが、学習活動全般を通してどちらかとい

えば消極的で、バズ学習の時にも、自分の考えがうまく表現できず、他に同調してし唆う

管
向の児童が約

:位
あり現在ワ|1練 中である。

指導 計画

-10-

指 導 晦 容 学 習 課 題

1。 学習計画を立でる。

2.直立するや じろべえを作る。

やじろべえを作って、まっすぐに立つ

ようにくふうしまつ。

１

本
降

3。 やじろべえの傾きは、おもりの重さ

と位置に関係する。

0や しろべえの、うでやかもりを変えた

条その立ち方はどう変わるだろう。

4。 や じろべえをまっす ぐ立てるには、

お もりの重さと位置の相互関係による。

e大 きくゆれても落ち漱枠や じろべえを

作ろう。



5。 本 時 の 躍標

認知的目標

(1}や じろべえの傾きかわ相対的最重ぎの違移で傾きが変わる通とに気がか蟻る。

(2)ま っすぐに立つやじるべえを作る通とができる。

態度的目標

③ 材料を《ふうしてまっすぐに立つやじろべえを作ろうとする。

勧 密分の考えや見つけたことを相手にはっき勢畑らせようとする。

6.本 時 の指導 過 程

一 -11-―

学習課題 や じろべえを作って、まっす く
゛
に立つ ように くふ うしよう。

区分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

予

想

中

心

毯
ょ
　
ル
』

め

哺
―
　

の
乙

学習計画を知ら◎

や じろぺえが立つようすを見

て話 し合 う。

。示範用や じろべえの観察

警各部分の基称

鬱警っす ぐに立つのは ?

やじるべえを作る。

参材料 饉作 り方等をグループ

で話 し合 3。 (グ ルーフノ゚ラ③

参計画に従 ってや じろべえを

作る。

や じろべえが、唆っす ぐに立

つように くふ 0す る。

・ 個人で考たC略。(イ涯繁酢晉)

。グループで意見を交 しなが

多直立するや

…

する。

竣っす ぐに立つように くふ う

けこところを発表 し合,総体バズ)

。自分のくふ うした点

0直立させる条件

次時の課題 1/Cつ 軽て話 し合 う。

4.

5.

る。

0課題の見通 し (把握 )

・ 示範用のや じろべえを見

てや じろべえのふ じぎさ

を感 じさせる。

0観点か らはずれなれ製作

ができるように方向づける。

(机間巡視で個別指導 )

直立させ ようとする自由

な試みをできるだけ多 く

させながら棒ろ枠ろな立

ち方を見させる。

条件は、かもりの重さ及

びつでの長さや聞き方が

左右対称だろうと唆とめ為

左右り も少の重還やかつ

長さを変惑 とどう鵜 だ勢

見通 しが立て

られたか。

やる気 (興味)

を持ったか。

いろいろな考

えをしれ受勁も

自分の考えを

相手にはっき

り伝えたか。

グループで協

力 し合ったか。

つまく立つや

じろべえが作

れたか。

た くさん見つ

けたか。



1,題 材  五 色 鍮 しか

21目 標

認知的目標

(1)読んで感想が持てるようにする。

(2)表現に即して読み、表現のすぐれて棒るところに気づくようにさせる。

(3)説話を読むことにより、古典に興味を持つと共に入の生き方や信頼の情のたいせ

つさに気づかせる。

態度的目標

の 深 《読み調べ、男の心情の変化やしかの心にふれ感想を持とうとする。

総 人の考えをよ≪聞ねて、自分の考え脅広めようとする。

る。教 材 の取 り扱 Iv L

(1)登場人物の言動や考え方に、共感 したシ批半彗したりしながら読み、昔話に親 しませたい。

(2)「 自分ならこうする」とねうように、自分の考えと比べて感想を持つようにしたい。

(3)表現に即して、登場人物の心情をきめ細かに読みとらせたり、表現の美 しさ、構成のた

くみさを味わったりさせた棒。

に)ひ とりひとりの課題に対する追究の態度を高め、自分の考えをしっかり持たせたい。

4.指導 計画

第 3学年 1組 国語科挙習指導案

指導者

菫校時

国 領 敏 子

しかと男の気持ちを調べよう。

2の男の気持ちを考えよう。

男を見た時のしかの気持ち、王様の気持

を読みとろう。

全文を読んでしかの美 しい心・王様の心

を感 じとも。は じめの感想と比べながら

くわ しく書こう。

容内導指

2.場面 ごとの人物や動物の言動を

まとめ、その心情を追究する6

(1)し かが男を助けてやったとき

のしか 。男の気持ちを読みとる。

(2)立て札をみた男の動格を読むき

(3)レ蹄Sともえられた場面での1勁 、ヽ

男、玉様の気持ちを読みとる。

6.感想を深めるの

… …

1針

1,全文を読んで各児感想を書 く。  10は じめの感想を書 き学習計画を立てよう。

とばの学習をする。 0情景や気持ちを思い浮かべて音読する。

学 習 課 題 時

５
絡
は
翻
　
　
　
２



6.本 時 の 甕標

認知的襲標

(1)しかや玉様の気持ちを読みとわせな。

態度的轟標

釣 玉様が新 ヒン枠立てオL老 立てさせたのは教ぜか、そのわけを文からた くさんみつけ

ようとする。

轡 人の意見を自分のと比べながら聞こうとする。

6.本 時の指導過程

評 価 の 観 点

機課題に対する関心があ

る。

eノ ー トを見ながらよく

わかるように話す。

・ 比べながら聞 く。

みんなの中で進んで発

表する。

鬱熱心に取 り組む

①新 しね立て本≧に変った

わけを考えることがで

きる。

-13-

確

　

認

学習課題 1王様はなぜ新 しい立て札を立てさせたのだろう。

児 婁 の 活 動 1 教 師 の 活 動

(個人思考)

1,ノ ー トを見ながら

話 し合枠の準′備御略

(グルーフバ゚ズ)

2.か らすの知らせを

受けたとき 。玉様の

前に進み出るとき 。

男を見たとき意どの

しかの気持ちや玉様

の気持ちについて話

し′合 う。

後 体バズ)

3。 みんなで考えを深

め合 う。

4,3を 読んで題をつ

けよう。

個人思考 した事が毎の申か毎

蓼自分の話そ うとする部分に

線を入れ還せる。

e文に即 しなが毎、いろいろ

の角度から話 し合わせ、友

だちの考えをよく聞いて、

自分の考えもわかるように

話させる。

・ 男の気持ちはどうだろうか

想像 したことも話 し合わせ

る。

。立て札が新 しく書 き変えら

れたわけを考えさせる。

0本時のまとめをきせる。

区 分

準

備

中
　
　
心ヽ



第 3学年 2縄  国語科学習指導案  1稜 時

指導者  永 曽 曲 紀 子

1,議 材  五 色 の しか

?。 醒標

認知的漂標

(1)読んで、感想が持てるようにさせる。

(2)表現に即して読み、表現のすぐれていると遼ろに気づかせる。

(3)昔話に興味を持ち、人間の金な方や、信頼の情のたねそつさに気づかせる。

態度釣爾標

総 文章の表現に即して、登場入物や動物の行動や轟情な説みなるうとし、 F自 分な

らどうするだろ多。」と比べながら、感想を持こうとする。

勤 人の考えをよく聞き、自分の考えをスめようとする。

る。教 材 の取 り扱 い

8年に老って、子どもたちの本への異昧は、大きくなってきた。しかし、その読みとり

鐘浅 く、通の教材にお移ても、「悪移男だ。峰枠麓だ。選汗約束を等ろう。」 といったあら

い読みとりが多いと思われる。そこで、表現に即して、登場人物のが情をきめ細かに読み

とったり、表現の美 しさや構成のたくみ還を味わわさせて、主題にせ液る読みとりができ

るよう1/Cさをたい。崚た、登場人物の言動や考え方について、自分の考えと比べて感想が

持てるように主体的な読みの態度を身につけさせたい。

4.指導 計 画

指 導 内 容 学 習 課 題 時

1.学習言
‐
卜画をたてる。 全文を読んで、学習計画をたてよう。

2,登場入物や動物の行動や心情を場面

ごとに読みとる.

登場人物や動物について感想を書こう∩

男 と鹿の約束について考えよう。

ひとりの男について考えよう。

しかと玉様の気持ちを考えよう。

２

　

１

一
１

梼

　

２

:き
も 読後感想を深める。

1

1

1

導感態を書き、話し合わつ。

・ ′きをこめて、覇読しよう。

…14-



5.本時 の 理標

認知灼饗標

(1)い とりの男が、麓との約束を重饗鉢ン＼の 力にはさ唆れて思い迷 多様-7-(メご調の弱

さ)を、自分と比べながら読みとらせる。

態度的闘標

籍 男のしたことや考えた進とか藝、男○迷う気持ちを考えようとする。

輔 友だちの話を比べて開き、自分の考えをわかりやす く話そうとする。

等,本時の 指 導 遇 種

学習課題 ひとりの男について考えよう (2の場面)

評 価 の観 点

撃課題への関

心がある。

・ 積極的に話

す。

。熱ノ■にとシ

≪む。

鬱自分の考え

と人の考え

を比べる。

癬いろ枠為最

立場か鏃考

える。

-1)・
― ―

理.学習の準備をする。 鰺課題提示 ゅ

2.ひ とりの男について話 |・ 感想をもとlF_、 自由な考えを話す

し合 う。        | ようにさせる。意見が くいちが う

(グループバズ)   | ときは、本文にかえって考えるよ

(全体バズ)     i うにさせる。

5。 男の気持ち⑭変化を文

宇から見つける。

(個人思考)

4.話 し合 つ◇

(グ ルーフ
・バズ)

畿ン捧バズ)

5。 学管のまとめをする。

3男の崚よって移る様子ヽから、男の

したことは入間の持って移る弱さ

であることに気づか嶺る。

。時間の都合でグループバズは、で

きな枠かと思われる。

e男につ峰て新 .し く考えたことを書

かせ、発表させる。

児 童 の 活 動区 分 教 師 の 活 動

準

備

中

ぃヽ

確

認



第 4学年 1組  国語科学習指導案  1校 時

指導者  阿 藤 市 太 良5

1。 高 い石 の柱 (童話 )

2。 目標

認知的目標

(1)登場人物や作者の考えを読み取り、感想や意見を話し合わせる。

(2)表現に即して場面やその情景を思軽描かせる。

態度約目標

紛 友達の感想を聞いて、自分の感想をより確かな、すじの通ったもこXし ようとする。

総 闘く人の立場にたって、わかりやすぐ話そうとする。

る。教 材 の取 り扱 い

この作品に出てくる玉様、家来、石屋の性格や考え方は対照約であり、子ども達はその

それぞれに共感や反発段ど様 表漱意見、感想を持っものと思われる。しかし、たしかな意

見、感想を持つためには先ず五しぃ読み取勢が必要であり、そのために話の筋をかさえ、

人物の言動を物語全体の中でしっかりかさえていさたい。

次に、かたが枠の考え方のちがいについて十分な話し合いを行段うことによって、自分

の気づかなかった考えを聞き、それによって自分の考えを修正できる点は修正 しながらも、

量多補強じ舎って、いとりいとをの感想をより深 〈確かなものとしていかせた棒今

4。 指導 計画

指 導 内 容 学 習 課 題 時

1.調べ読みをしながら、全文を通読す

る。

・ 印象の深かった ところを申ノかに感想を

書 こう。

2.学習計画をたてる。 。みんなで考える問題を話 し合お う。 1

3.登場人物の言動や考え方を読み取るc
。かたがいの考えのちがぃについて話 し

合お う。

３
１一３輯

4。 作者の考えを読み取る。 。作者の言いたかったことを話し合から。

5。 全文を読み、感想を唆とめる。 ・ 感想を書 こう。

6.練習と評価 0こ とばの学習とまとめをしょう。

-16-



5.本時 の 目標

認知的目標

。玉様の横暴な言動とそれに対する家来の行動や考えにつりて感想を話 し合わせる。

態度鋳目標

lAl王様や家来の、行動や考え方につぃて、ひとシひとりの受け取り方の違いを考え

話し合おうとする。

lBl 大切と思われる意見や感想をしつかりおさえて話し合わうとする。

6。 本時の指導過程

1。 本時学習課題の確認

2,王様、家来の言動を読み

とる。

6.読みとったことをもとに

して、グループで感想を話

し合 う。

4.全体で、 FE5題 点を話 し合

う。

5。 「今日の勉強から」を書

。学習課題の提示

。玉様、家来のイメージづ くり

をさせる。

0玉様、家来の言動について感

想を話 し合わせる。

0考え方の大 きな差違点を焦点

づけてやる。

お評価

。課題への関心

・ 感想が話せる。

。自分 との差違

点に気づく。

確

認

児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

-17-

学習課題 言動、考え lFtつ いて話 し合お う。

区分

準

備

中
　
心ヽ



第 5学年 3組 算数科学習指導案

指導者

1校時

滝   孝 二

2.

1。 単元 考えましよう (3)

目標

認知的目標

(1)解答や条件に範囲がある問題を解決する能力を養 多。

(2)籍〕蛯燿事象につ移て、1療序よく推論を進め、判断をくだす思考力を養 う。

態度的轟標

綺 筋道だてて考えを進め、判断 し、解決しようと する。

毎 翁発鏑に値々の考えを拡げ、友だちと協力し合って、さらに深跡ようとする。

教 材 の取 り教 い

通の単元の教材は、特開さえかければ、半数ぐら枠の児童ができかるであろう。しかし、

その思考過程は順序だったものでは潅く、ただ単なる思枠つをから解法するものが大半で

あろうと思われる。まって本単元に新移では、兄菫が順序よく推論を進めて解法するよう

指導 して続きたい。

指 導 計画

指 導 内 容 学 習 課 題 時

霧金 全単元を見通 し、学習計画をたてる。 。学習全体を見通 し、何を学習するかの

計画を立てよう。

2.範囲のある 2組の条件から、求め毎

れ乙解答を考えさせる。

豊組の人数 と長移すの数につ稀て考えよ

う。

5,解答に範囲のある問題を考えさせる。 岱条件にあったテス トのノ転数につねて考

えよう。

4,数量に関して、j鎮等よく推論を進め

判断する問題を考え還せる。

繊3人のまとあて競争のあて方について

考えよう。

１

本

時

5。 事数の組み合わせやl漂序につ稀て、順

序 よ≪推論を進め、判断する閉題を考

えさせる。

e事がらの組み合わせの予想についてす

じ道だてて考え、判断 しょう。

-18-

5,

4.



5. 本時の 目標

認知的目標

数量1/C関 して、llF序 よく推論を進めて判断する態度を養 3。

態度釣轟標

総 条件都 lFた に整え段がら、筋道だてて判断しょうとする。

lBl 自分の考えを進えノで述べ、他の意見も求めて互いにみがきあかうとする。

6,本時の指導過程

児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

準

備

雀 本時の学習課題につ椰て知ら。

(個人思考)

2,ま とあて競争のあて方につ移

て一人で筋道だてて考える。

(グループバズ)

3.一人で考えた筋道につ椰てダ

ル ーフ
゜
で話 し合 う。

(全体バズ)

4.グループで話 し合った偽容を

発表する。

(個人思考)

うゃ しょうゆさしとますのそれぞ

れの組み合わせを考 える。

(全体バズ)

る。 個人で考えたことを発表する。

硯 次時の学習につねて知る。

。本時の学習課題を提示する。

・ 竣とあて競争につ犠て個人で考

えさせる。

e個人で考えた問題についてグル

ープで話 し合わせる。

。答えではなく、どのように考え

ていったのかを話 し合 うよう指

示する。

彗どのような筋通で考えたか発表

させる。

e筋道だった考え方を示す。

。しょうゆの量について考え奎せ

る。

・ 覇標を知

ったか。

③熱ノかに取

り組んだ

つヽ。

0進んで自

分の考え

を述べ深

めたか。

。よ夕よれ

方法を見

つけたか。

次の学習

意欲の高

峻ンはあ

つたか。

確

認

る

　

　

　

る

せ
　
　
　
せ

さ

　

ｏ　
さ

表

すヽ

認

発

一不

確

を
　
を
　
て

電ζ
　
方

　
枠

亀
　
え
　
つ

た

考

に

え
　
た
　
習

考

　

つ

学

で
　
だ
　
０

人

道

時

個

筋

次
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学習課題 13人のまとあて競争のあて方について、図表を見て考えよう。

区 分

中

心ヽ



第 5学年 1組  算数科学習指導案  1較 時

指導者  京  極  好  躍

鷲.単元  考 え ま しよ う (4)

2。 目標

認知的目標

○ 簡単な通とがらにつねて、場合をllF序 よく整理して、そのすべての場合をあげた

り、数を求めたりすることができるようにさせる。

態度的目標

翁 起り得る場合をいろいろ考え、落ちや重なりのないよう、順序よく整理して考え

ようとする。

k/Bl 課題解決に全員が参加することを目指し、協力し合って深める。

O 白発持に個々の考えを拡げたり、深めたりしょうとする。

O 相手の立場を尊重 し合って、意見を聞いたり話したりする。

5。 教 材 の取 り扱 い

場合の数の学習は 5年生までに随所で取り扱ってきたが、すべての場合をつくす唆での

指導はされて格な膝。そこで、この単元 1では単純な組み合わせや順列について、 2では

やや複雑な場合を問題にして、あらゆる場合を順序よく整理する能力を育てたいと考える。

4.指 導 計画

指 導 内 容 学 習 課 題 時

1。 学習前テス トを行い、全単元を見通

し、学習計画を立てる。

参学習計画を立てる。

2.簡単なことがらにつれて、起こり得

る場合と、その数を順序よく整理する。

ある数の中から決った数だけ選ぶと組

み合わをが何通 りできるかを考える。

棒 くつかのものを全部並べる場合に何

通 りの並び方があるかをみつける。

曖
↑■
２
耕
）
一　
　
　
２

やや複雑なことがらについて、起こ

りうる場合 と、その数を順序よく整理

する。

・ やや複雑な場合の組み合わせのFn5題 を
j瞑序よく整理する方法を知る。

・ やや複雑な場合の組み合わせの問題で

どんな組ができるか もれな〈考える。

……20-



5`本時 の 圏標

認知的目標

〇 簡単な場合につ棒て、組み合わせとその場合の数を考えさせる∩

態度灼霙標

釣 落ちや重毅多の強移ようにする起とな気をつけて考えよ歩とする。

輔 自分の考えを進んで出し、仲間の考えと比べながい学習に参加する。

る。本 時 の指導 過 程

-21-

学習課題 ある数の中から決った数だけ選ぶと組み合わせが何通りできるかを考える。

区 分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

準

備

中

ひヽ

確

認

1,チ ームを組み合わせるの

に何通 りあるかを考える。

(個人思考)

自分のすき験方法で何通り

あるかを考える。

(グ ループバズ)

どんな方法で見つけ、何通

シあるか話 し合 う。

(全体バズ)

順序 よく整理されたか検討

する。

2.3人 の中から4人の選手

を選ぶ問題を考える。

(個人思考)

条件に負をつけで考える。

(グループバズ)

記号化を生か して考えたか

話 し合 う。

(全体バズ)

課題につねて唆と諭る。

う。 次時の学習課題を知る。

鬱問題を読んで課題を把握させる。

①軽 くつかのものの申か 鏃一定個数

老選んで、落ちや重漱酔の政ぃょ

うに組み合わせることの意味を確

かにさせる。

・ 各自の考えを大切にし、自由な方

法で見つけさせる。

磐考え方や方法を くらべて自分の考

えをた しかめさせる。

③整理 し最がら、落ちや重なりの段

藝見つけ方を再確認させる。  |
0ひ と多づつが抜 lrlる 場合の組み合

|

わせであることが雑 に毅ってい
|

ることを明確にさせ・る.    |

e記号化することによって順序 よく
|

整理できることを理解させる。 |
。次時の学習課題をた しかめさせるJ

0学習の目

あてをつ

かんだかハ

・ 自分なり

の方法で

解 乙うと

熱心に取

》組んだ

か 。

・ 積極的に

話 し合い

に参力口じ

たか。

舎個人の考

えlf_爾執

せず協同

で解決す

るよう努

力 したか。



第 6学年 3組  算数科学習指導案  1校 時

指導者  石  部  清  轟

1.単 元  考 え ま しよ う (4)

2.目 標

認知的目標

○ 簡単なことがらについて、場合を順序よく整理して、そのすべての場合をあげた

り、数を求めたりすることができるようにさせる。

態度的目標

轡 起こり得る場合を移ろ幹ろに考え、落ちや重なりなく、j療序よく整理 して考えよ

うとする。

lBl 課題解脚 /C全員が参加することを見ざし、協力し合って深めら。

準出発的に個々の考えを広げたり深めたシしょうとする。

。相手の立場を尊重 じ合って意見を稀ったり、話し合ったりする。

る。教 材 の取 り扱 い

この単元では、起通シ得る場合の数をただ数えると枠多鐘とだけで政く、組織的にその場

合都鎮序よく整理して考えき授通ゝとが、学習のねらねである。①は、単純な組み合わせや

j療序の問題を、②酸 やや複雑な場合の問題につ幹て、その考え方をねる過程を重視する。

4。 指導計画

容内覇
圏学 題課習学 時

理.学習前テス トを行をい、全単元を

見通 し、学習計画を立て還せる。

・ 学習計画を立て、学習の霧あて豊知ら。 1

2.簡単験ことがらについて、起注シ

得る場合 と、その数を1褻序 よ〈整理

させるふ

ある数の中か ら、 きまった数だけ選ぶ と

組み合わせが何通りできるかを考える。

移 くつかのものと全部ならべる場合に、

何通 りの並び方があるかを見つける。

3.やや複雑寵ことがらにつ砕て、起

こり得る場合 と、その数を順序よく

整理する。

やや複雑な組み合わせの場合の問題を、

llE序 よく整理 して考える方法を知る。

やや複雑な組み合わせの場合の問題で、

どんな組みができるかをもれなく考える

２

（
１
７
本
時
）
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5。 本 時 の 目標

認知的目標

O やや複雑な組み合わせの、起こり得る場合を、llF序 よく整理 して考える方歩を理

解させる。

態度約目標

③ 組合わせの一方を決めて、落ちなく重宏りな〈llF序 よく考えようとする6

1B)し方をいろいろに考え、順序立てて話し合体、補ったりつけ足したりして深めよ

うとする。

6。 本時の学習過程

順序よく整理 して考える方法を知る。

鬱糧あてを知

ったか。

。自分の考え

方によって

熱心に取り

組んだか。

参積極的に話

し合棒に参

加 したか。

・ 順序 よくね

ばり強 く考

えたか。

0全体で協力

して課題解

決に取 り組

んだか。

-23-―

一　
を

一　

題

一　

問

一　
の

一　

合

一　

場

一　
の

一　
せ

児 童 の 活 動 教 師 の 活 動

Oご 石の取り出し方について示

し、題意を明らかにさせる。

・ 予想の通 り記号によって順序

よく整理 tノ て考えさせる。

0組が自だけ赤だけ混合の時等

のあることに気づかせる。

O一方の数がきまると、場合の

数が決まることを理解させる

02通りの場合いの組のつ くり

方を明らかにする。

eわかりやす 〈図示 し、落ちな

く重なりなく考えさせる。

O自 分の考え方をllE序 よく話さ

せ条件に合 うかを確めさをる

。場合の数の考え方や整理の し

方を理解させる。

0次時の課題を確認させる。

輝。 ご石を思個ずつ取 り出す時

白赤の出方につ枠て考える。

(個人)

。予想を立て記号で表わす。

(グ ルーフバ゚ズ)

0順序立てて整理 した考え方

で何組できたか話 し合 3。

(全体バズ)

。組み合わせ方を話 し合 う。

2.男女各 3人によってできる

当番の組み合わせを考える。

(個人)

魯男女別の当番 と男女混合の

場合いとを考える。

(グルーフしくズ)

醸組みのつ くり方懇話 し合

'
(全体バズ)

。課題についてまとめる。

3.次時の学習課題を知る。

準

備

中
　
むヽ

確

認



特別学緩 (f_A》 学習指導案  豊較時

指導者  佐 野 弥 生

輝。 主題  秋 の野 山

2.目 標

(1)秋の虫や草花を観察し、自然に親 じむ態度を養 多。

(2)み のりの秋が、生活を豊かにしてくれることを知らせる。

3。 教 材 の取 り数 をヽ

季節の変化に微妙に関係する内容でしかも9月 のはじめごろから 1明 の終りごろまでの

長期にわたる学習活動が予想されるので、「運動会J「はた各く人た重の学習とも重ねて

時期をのがさぬように取り扱ぃたい。

囲角恥教室の中でじっとして考えたり、教師の話を聞れたシして理解する起とは、きわ

めて限られた進とである。なりわけととば0お 《れて搾る人にとってはなかさらのことで

ある。そう幹う意味でも、この学習は外に向けての活動が多く、実繁に経験したり、直接

手に摯れたりして実のあるものにして行きたぃと思 う。

4.主 な学 習 活 動

(1)他校のか友だちと一諸に、敢しがりをする。 (隣接 5校の交歓学習)

(2)秋の虫を飼育 じ観察する。

(3)稲のとり入れのようすを見学する。

(4)れ もほりをする

(5)学級園の手入れ

(6)く だものや、やさねじらべ

(7)木の葉や木の実を集めて造形あそびをする。

5,本 時 の 目標

かくれている子を援助 してみんながなかよく学習に参加する。

か友だちのさつま椰もの重さとくらべる。

学級園のいもなシをする。

幹 もほ多のようすを、絵や文に書 く。

自分のさつ唆移もと、か友だちのさつ

唆いもの重さと比べる。  (本 時 )

さつ警峰 も以外でくらべっこをする。

-24-

予憲される個人の 至J 達 轟 標

圭     1貫 ヽ́
重いとか軽いとか模放でもよいから軽える。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

目で見て、重輛か軽ぃか自分で考えてぃえる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



手で持 ってみて重ねか軽いか見つけられる6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

台ばかりを使 うと重さがはかれることがわかる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

台ばかりを使って重さがはかれる。 ○ ○ ○

はかった重さを、数字や記号を使ってかける。 ○ ○ ○ ○ ○

簡単なグラフや表に、はかった結果があらわせる ○ ○ ○ ○ ○

ふたつの重さをあらわす数字や記号をみて比べる ○ ○ ○

6.本時の指導過程

区 分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評 価 の 観 点

準

備

中

心ヽ

確

認

歌を歌いながら、ね もほ多

のようすを、模放遊びする。

)友だち同志、自分のさつま

い もを見せ合 う。

きょうの学習のめあてがわ

かる。

2グルーフ
゜
(グループ間異

質)にわかれて調べる。

しらべたことを、表やグラ

フに記入する∩

しらべたことを、みんなの

前にでて発表する。

次時の学習に期待をもつ。

5.

4.

「おみこしわっしょね」の曲

をならすの

個々の児童が、どんなことを

問題にして膝るか把握する。

「か友だちのさつまいもとど

ちらが重いでしょう」という

問いかけをする。

個々の児童が、能力相応の仕

事ができて幹るか観察する。

ぬけていることや、まちがっ

ていることは、教師のかたず

ね とい う形で、補足させる。

おい も以外の もので、 くらべ

っこをすることを予告する。

0みんなと一諸

にやろうとし

ているか (個)

。きょうの蛯あて

がわかってい

るか (個、グ)

eか 〈れている

子を援助 して

みんな力ゞなか

よく学習に参

加 しているか

(グ)

eは っきりと、

わかるように

いえているか

(個、グ)

~~25-―



第 1学 年 2組   理科学習指導案   2校 時

攘 者  小 梶 禾日 子

1 単元  あぶ りだ し

2 目標

認知的目標

(1)く だものには、水とは違 つ水分が含まれていて、種類によって、汁の色、にお棒

味、手ざわりなどに違いがあることに気づかせ、汁のしぼり方を考えさせる。

(2)く だものの汁をぬった紙を、あぶ りだすことによって、汁の共通な変 fヒ と、その

特性を理解させる。

態度釣目標

総 興味類 、実験 参観察をし、水に溶けた物質の特性を、見つξナよつとする。

0 はっきりとみんなによくわかるようにお話 しようとする。

念 教 材 の取 り扱 い

「 あきがおのはなとしる_Jの学習で、「 花には、汁があるから、つつ藝絵ができた。」と

気づねた子ども達に、 くだものの汁をしぼったシ、あがうだしをする経験を通 して、物質の

特性と、変化の初歩的な科学的な見方、考え方を養いたね。それらの見方、考え方で、興味

深〈自然に接 して搾〈態度を持たせ、今後の発展への基礎を培ねたいものである。

4 指導 計 画

容内導指 題課習学 時

1 いろいろな くだもの ◎くだものには、 どんな汁が、あるだろう。

くだものの汁は種類に

よって色ゝにおい、手ざ

わりなどに違軽

"ミ

ある。

oいろねろな くだものか ら 汁を レまって その よ

うすを 比べま しょう。

◎とれた汁で 字や絵をかいて乾か し 色が変わる

かどうか調べましょう。

くだものの汁であぶ り

だしができ、汁の濃さや

あぶ り方によって、出て

くる色が違 ,。 水ではあ

ぶ 夕だしができなれ。

o火であぶると、色は どうなるでしょう。

oあぶ り方や、汁の濃さを変えて、比べてみましょ

う。

◎くだものでな操物的汁でも、あぶだしをしてみま

しょう。
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本 時 の 国標

認矢口自勺目標

(1)く だものの汁は、取 り出すことができ、色ゝ味ゝにおい、手ざわりなどに 違い

があることに気づかせる。

搬 白勺目標

組)す すんで実験 したり、調べたりしようとする。

(3)元気な声で みんなに よくわかるように 話そ うとする。

本 時 の指 導 過程

学習課題 〈だものから 汁をし7/fっ て その ようすを 比べましょう。

児 童 の 活 動

中

l 本時の学習のめあてを知

る。

2oり ん ごとみかんか ら、ど

うして汁をとれば よいか

考える。

〇どんな汁が出るか予想す

る。

3 汁をしぼ る実験をする。

4o2つの汁を比べてみる。

(色 、味、にか棒、手ざわ

り)

o水 とも比べる。

oどん なところが 違 う

気づいたことを話 し合 う

5 次時の学習について知 ク

本時の自己評価 をする。

〇本時の課題を確認させる。

Oく だものの中のようすか ら、

しぼ りやすい方法を考えさせ

る。

○自分でやってみたい方法でさ

せ、よりよ棒方法 lC_気 づかせる。

O感覚を通 して、 くだ ものの汁

相互の比較、水 との差異点を

明らかにさせる。

o次時の課題を知 らせる。

― ノ ー

○課題が正 しく

つか めたか。

Oよ くわかるよ

うにか話で き

たか。

o興味深 くやれ

ているか。

0よ くわかる よ

うにお話でき

たか。

Oカ ー ドに記入

できたれ

ま
　
と
　
め

教 師 の 活 動区 分 評価の観点

予

想

いヽ



第 1学年 3組   理 科学 習 指導案   2校 時

指導者  里 圏 俊 子

1 単 元  じ じや 〈

2 目標

認知的目標

(1)磁気は目に見えないが、物を磁石に引きつけ さらに はなれている物や間にあ

る物を通 しても、引きつける働 きがあることを理解させる。

態度的目標

lAl 事実を通 して自分で考え、自分で見つけようとする。

lBl はっきりとみんなによくわかるようにおはなししようとする。

3 教 材 の取 り扱 い

磁石は、児童の生活には比較的身近なものである。 しかし、児童の認識は 磁石に金

物がつくといった程度のものである。磁石そのもののもつ性質については、あまり知らな

れ。この単元では、いろいろな磁石の性質を理解させたい。

4 指導計 画

指 導 計 画 学 習 課 題 時

1 学習計画を立てる。

2 磁石につ 〈物 とっかない物がある。

o磁石には、どんな ものが つ くだろ

つ。

3 磁石は端ほど引 きつける力が強い。 o磁石の引 きつける力は、 どこがいち

ばん強いだろう。

1

(本時 )

4 磁石 と つくものが離れていても磁

石は物 をワ|き つける。

o磁石は離れた所にある物でも引きつ

けるだろうか。

5 磁石は ビニル、水などの物で隔てて

も鉄を引 きつけるが磁石につ〈金物で

隔てると引 きつける力が弱 くなる。

o磁石は間に物を置いて も、引 きつけ

るだろうか。

6 磁石を使って砂の中の砂鉄を集める。 ③砂の中か ら砂鉄をとりだす ことが、

できるだろうか。
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FT

本 時 の 目標

認知的目標

(1)磁石は、端の方ほど 物をヲ|き つけるはたらきが強いことを理解させる。

態度的目標

lAl 磁石は、 どこによ〈 〈ぎをワ|き つけるか、 しらべようとする。

(Bl 友だちに よくわかるように、はっきりと おはなじしようとする。

本 時 の指導 過 程

学習課題 1磁石のワ|な つける力は、 ど辺がいちばん強れだろう。

児 童 の 活 動 教 師 の 評価の観点

予 1 磁石で、釘や タリップなどを

たくさんつける。

o 釘は磁石のどこによく、つ

くか話 し合 ,。 (ペ ア、パズ)

◎ 磁石で釘、 クリップを集め

る。

o ほかの磁石で確かめる。

2 磁石約ワ|き つ(ナ る力は、 どこ

がいちばん強いか調べる。

o調べる方法を話 し合 3。

(ペ ア 。バズ)

o 磁力のちが棒を調代る。

o 結果について話 し合 つ。

3 いろねろな磁石 の磁力のちが

ねを比べ る。

4 自己評価する。 (カ ー ドに記

入 )

o本時 の課題 を確かめさせ

る。

o磁石の端の方に、 よくつ

くことに気づかせる。

oU磁石 と棒磁石について

別 々に整理する。

o個人思考をたいせつにす

る。

o磁力の強さを定量的にと

らえさせる。

oラ |き つける所を2段階に

分けて比較させる。

o釘のつき方を磁石めワ|き

つけ方 としてとらえさせ

る。

◇磁石によって磁力に強弱

のあることを知 らせる。

⑬次時の課題を知 らせる。

o課題がつかめ

たか。

o自 分の考えを

はっきりとお

友だちに話せ

たか。

oお友だちの話

がよ〈聞けた

つヽ。

o自 主的に調べ

られたか。

o課題に、そ⊃

た学習活動が

できたか。

中

ま
　
と
　
め
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第 2学年 3組   理科学習指導案   2校 時

指導者  徳 永 美 代 子

1 単 元  か  み  ぶ  え

2 目標

認知的目標

音が聞こえているときは、音を出して棒るものが、ふるえてれることや、その

ふるえが、物を伝わることを理解させる。

態度的目標

① 実験によって音が出る時は、どのような状態になっているかということを、見つ

け出そうとする。

lBl 友だちによくわかるように、お話をする。

3 教 材 の取扱 い

学級の実態をさぐると、笛、たいと、 トライアングルなど、音の出る楽器のあること

や、音を出す操作として「 たたくl「ふ〈J「はじ(Jな ど、日常壺活の中で経験 して

ねるが、「 どうして音が出るのか。JF音が出る時、そのものがどうなっているのか轟

とねうことについては、ほとんどの児童が意識 していな搾。そこで、この単元において

は、すでに知っている経験や知識を科学的な知識に発展させる第一歩として、遊びの中

で、ぎもんや課題を与え、ふるえることと音を関係づけてとらえさせたい。

4 指導計画

指 導 内 容 学 習 課 題 時

1 紙ぶえが、音を出している時には、紙が、

ふるえている。

◎紙ぶえは どうして音が出る

のだろ 9。

(本時 )

1

2 リー ドをつけた ふえを鳴らした時には、

リー ドが ふろえてねる。

oリ ー ド笛 も 音が出るのだろ

つか。

3 いろいろ約紙をつかつて 紙の 基、るえる

ようすを調べる。

○紙のあつさをかえて、声をあ

てた時 紙はどうなるだろう。

4 太鼓や 輪 ゴムを鳴らした時には、その皮

や輪 ゴムが ふるえている。

◎太鼓や 輪 ゴムを鳴らした時

皮や 輪 ゴムはどうなる髯ろ う。
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本 時 の 目標

認知的目標

o紙ぶえを吹いて音が出てレヽる時 その現象に気づかせる。

態度的轟標

鋤 音が出ている時の物の上りすに気をつけ、音と清 を出すものを、関係づけて見よ

つとする。

鋳 相手によくわかるように話そ うとする。

本 時 の指導過 程

◎課題をわからせ 印象づける

ことから 意欲をもり上げる。

o太鼓の皮に豆粒をのせること

によって 目で見えなれ音 と

皮のふるえるよつすを 関係

づけてとらえさせたい。

o課題め見通 じ (把握)

o紙を吹搾て音が出ているとき、

紙が ふるえている事実に

気づかせたい。

o個 人思考 (メ モ)の結果 を

話 し合わせる。

させ 事実からた しかめ

させた棒。

o次時学習への ああてをもた

せる。

o自 己評価をさせる。
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o学習への とり

〈みはよねか。

o課題が しっか り

つかめたか。

o音が出ている時

の状態に着 目じ

ているか。

o状態が よくわ

かるように 相

手に話せたか。

①自己評価が で

きズこうヽ。

学習課題 1 紙ぶえは、 どうして音が出るのだろ 96

評価の観点区分 1  児 童 の 活 動  1  教 師 の 活 動

1 たいこを使って音を

出 してみる。

2 音が出ている時の た

いこの皮のようすを 見

た夕 さわった りして

感 したことを 話 し合 つ

(バ ズ)

3 課題計画をしる。

4 かみぶえを作る。

5 かみぶえな ど9し て

音が 出るのか 実験

や観察をしてしらべる。

予想―一レ観察 ― 力好プで

《屁ヘメ疑う ぐ固ヘメモ) ←ヾ ⇒

6 実験観察の結果 わか

ったことを まとめる。

tfi百F発

表〕

つ ぎの学習 を しる

(カ ー ト'にか 〈)

予

想

中
，

，ヽむ

唆
　
と
　
め



舞 慇学年 轟纏   国語科攣習指導案   2校 時

指導者  速 水 正 腰

1 題材  五 色 の しか

2 藝標

認矢日白勺獨:標                                                        
´

(1)読んで、感想をもたせる。

(2)表現に即して読み、表現のすく
゛
れているところに気づかせる。

(3)昔話に興味を持たせ、人間の生き方や信頼の情の大切さに気づかせる。

態度的目標

輔 深 く読み調べ、男の心情の変千ヒやしかの心にふれ、感想を持とつとする。

① 人の考えをよく聞いて、自分の考えを広めようとする。

S 教 材 の取 り扱 い

さ甕ざ峻な読み物に興味を持つこの時期の子ども達に、昔話に親じませ、その良さを味

わわせる機会としたい。内容の表面的な読み取 り (悪 い男だ、いれしかだ)lF_終 わらず、

表現に即して登場人物の行動や心情などをきめ細かに読み取らせ、表現の美しさを味わい

ながら、その言動や考え方につれても共感的に、あるいは批半慧的に読もうとする主体的、

創造的な読みを目ざしたい。

4 指導 計 画

指 導 内 容 学 羽
日 課 題 時

1。 学習計画を立 てる。 o全文を読んで学習言「画を立てよつ。

2,登場人物 の行動や心情を場面ごとに

分 (ナ て続みとる。

ol、 2、 3ご との場面を読んで考え

よう。

・ 助けたしか、助け られた男の気

持 ちを考えよつ。

。男の気持ちを考え よう。

。男を見た時のしかの気持ち、 し

かの話を聞いた時の王様の気持

ちを考えよつ。

５

　

　

（
本

時

は

そ

の

３

）

轟“ 読後的感想を唆とめる。 o感想を書 き、話 し合が

'。
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5 本 時 の 目標

認知的目標

(1)約束を守ろつか、それとも宝物をもらおうかと思い迷って、つねに約束を破った

男の気持ちの動きを、表現にEllし て、男の立場に立って考えさせる。

態度的目標

lAl 男のしたことや考えたことから、男の迷 う気持ちを考えようとする。

lBl 人の話を比べて聞き、自分の考えをしっかり話そうとする。

6 本 時 の指導 過程

学習課題 男の気持ちを考えよつ。

区 分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

準

備

勉強の目あてを知る。

男の気持ちが よく

る所を考える。

(全体バズ)

男の気持ちの動 きを

つ思 つか、考える。

(個 人思考 )

わ

"

中

゛
ひ

考えたことを話 し合 9。

(グルー プパズ)

男の気持 ちについての考

えをまとめる。

(全体バズ)

場面 2を読 む。

確

調

o課題を提示する。

o表現に即 して、心の迷いや決

心などを詳 しく読みとらせる。

o男 の立場に立たせて、気持 ち

の動 きから 男をどのように

思 つかを考えさせる。

◎考え方の根拠を明確にさせる。

しかとの大事な約束を破った

ことへの批判 と、あわせて人

間として迷 う男の気持 ちに も

共感させたい。

まとめの読みを指示

課題への関心

がある。

詳 しく読んで、

みつける。

男の気持ちを、

真 allに 考える。

自分の考えを

積極的に話す。

友だちの考え

と比べて聞 〈。

登場人物の気

持ちを考えて

読む。
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１

　

２

第 4学年 2組 国語科学 習 指導案 2校時

指導者 豊 圏 農  典

題材  高 い石 の柱 (童 話 )

目標

認知的目標

(1)読みとったことについて感想や意見を話し合い、ひとりひとりの受けとめ方のち

がいについて考えさせる。

(2)表現にそ 〈して、できるだけ場面や情景をえがかせる。

(3)登場人物や作者の考え方を通 して、人間 としての生 き方について考えさせる。

態度的 目標

lAl 全文を読んで登場人物の行動や考え方を読み とろうとする。

(Bl 友だちの考えをよく聞 き、わかってもらえるように くふ 9し て話そ うとする。

3教材 の取 り扱 い

内容は前半 (1～ 5)力蛍王様、家来、石屋を中心に展開される童話で、後半 (6～ 7)

は作者の付記 として人間の生 き方について考えさせ ようとした ものである。話の筋は、わ

か りやす 〈容易に理解できると思われるが、それだけに表面的なとらえ方にもおち入 りや

すい。本教材の意義が人間の生 き方の追究にあるとすれば、子 どもたちひとりひとりに対

照的な 3人 の行動や考え方を十分吟味させな(ナ ればならない。 また、 3人 の行動や考え方

の追究は、 (6～ 7)の学習の土台 となるので、個 々の子 どもの読みと内容の受け とめか

たに重点をお きたい。

4 指導計画

1 全文 (1～ 7)を読み、話の筋を大

づかみする。

2 学習計画を立てる。

o「高ね石の柱Jを 読もう。

3 重話の部分 (1～ 5)を読み、感想

を書 く。

4 感想を発表する。

o話の筋を考え、学習計画を立てよ9。

o重話の部分を調み、感想を校とめよつ。

まとめた感想を発表 しよう。
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轟 登場人物 (王様、家来、石屋)

動や考え方について調べるё

6 後半 (6～ 7)の内容を読み、作者

の書 きたかったことについて考える。

7 全文を読み、感想を書 〈。

8 学習後の評価

o王様、家来、石屋の行動や考え方につい

て調べ よう。

o石屋の行動や考え方を、王様や家来の行

動や考え方 と比べなが ら話 し合お 9。

0作者は、 どんな考えを持っていたのだろ

う。

o「高い石の柱Jに ついて感想を書こ9。

oプ リントの問題を考えよう。

１

（本
時
）
　
１

本 時 の 目標

認知的目標

石屋の行動や考え方を、王様や家来の行動や考え方と関連させ、明らかにさせる。

態度的目標

lAl 石屋の行動や考え方を文章の中からみつけようとする。

lBl 友だちの考え方や受けとめ方のちがいをよく聞こうとする。

本 時 の指導 過 程
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学習課題 石屋の行動や考え方を、王様や家来 の行動や考え方 と比べなが ら話 し缶 う。

区 分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評 価 の 観 点

準

備

　

中
　

　

心

確

認

1.課題を確認する。

2.石屋の行動や考え方につ

いてグルー プで話 し合い

まとめる。

3,感想を全体で話 し合 9。

各 グルー プから感想を出 し

合って話 し合 ,。

4´ まとめをノー トに書 〈ふ

o課題提示

6自 分の考えの根拠をは⊃

きりさせる。

くらべてよく聞 き、考え

方のちがいに気づかせる

o学習のまとめ。

o課題に関心がある。

o積極的に話そ うと

する。

oよ く聞 こうとする。

o積極的に話そ うと

する。

oよ く聞こうとする。



第 4学年 3組   国語科 学 習 指導案   2校 時

指導者  徳 圏 慶 子

1 題材  高 い石 の柱 (童話 )

2 目標

認知的目標

(1)読み取ったことについて、感想や意見を出し合い、ひとりひとりの受け取 り方の

違いにつねて考えさせる。

(2)場面や情景を思ね描 くとともに、王様、家来、石屋、作者などの考え方を読み取

り、人間としての生き方について考えさせる。

態度的目標

① 友だちの感想や意見から、自分の考えをより深めようとする。

綺 自分の考えをしっかり持ち、友達の意見と比べながら聞こうとする。

3 教 材 の取 り扱 い

王様、家来、石屋の三人の言動や考え方は対照的でおもしろく、子どもにいろいろな感

想や意見をもたせるものと思われる。そこで、これら登場人物のひとりひとりに焦点をあ

て、友だちの感想や意見を聞くことにより、登場人物に対 してより深い考えを持つよつに

させたね。

「悪いものは、必ずむ〈ねを受けるJという考えはじやす棒。「相手が正しい考えを持

つように、じょうずにやる_1と いつ作者の考えを読み取らせ、自分たちの生き方を考えさ

せ た い。

4 指導計画

指 導 内 容 学 習 課 題 時

1 1～ 5‐を読み、第一次感想を書 〈。 o第一次感想を書 こ 9。

2 感想を発表 し、学習計画をたてる。 o学習計画を考えよつ。

8 登場人物の感想を発表 し合い、それぞ

れの人物の考え方を読み取る。

o玉様、家来、石屋の行動から感想

を持ち、それぞれ どんな人か考え

よう。

４伸
4 6～ 7を 読み、作者縛考え方を読み取

る。

◎なぜ作者が 6～ 7の話をつけた し

たのか考えよう。
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5 主題を読み取 勢、感想を書 〈。 o作者は何が一番言いたいのだろ うか

考えよつ。

本 時 の 目標

認知的目標

(1)石屋に対する感想から、石屋の考え方を読み取らせる。

態度的目標

鋤 感想や意見から、石屋の考え方をより深めよつとする。

鶴 自分の考えをいっかり持ち亀友達の意見と比べながら聞こつとする。

本 時 の指導過 程
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6 学習後の評価をする。 o練習と唆とめをしよう。

学習課題 石屋は どんな人だろ ,。

区分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

準

備
　
中

認

，ヽぃ

確

課題確認する。

グルー プで石屋の行動に

対する感想を発表 し、感想

のちがれを話 し合 つ◇

全体でいろいろな感想を

出 し、話 し合 う。

石屋はどんな人かノー

に書 〈。

自己評価する。

o課題を提示する。

自分とのちがいを比べなが

ら話 し合わせ る。

o石屋に対 していろいろな考え

が出て くるようにする。

o石屋は玉様に対 して、 どう思

っているか とい う点か 犠も考

えさせる。

o課題に関心があ

る。

◎わかるように話

そ うとする。

o比べなが ら聞 こ

うとする6

|° il「

え よ



纂 5学 年 1組 算 数科 学 習 指導案

指導者

2校時

藤 枝 す ゑ 子

１

　

２

単元  平 行 剛辺形 撥台 形 。ひ じ形 の面 積

園標

認知的鶴標

(1)平彫閣辺形 。ひじ形・ 台形の面積の求め方を考えそれを公式の形にまとめさせる。

(2)(1)で 求めた公式を用いて、面積を求めることができるようさせる。

態度的目標

録 簡単に公式にたよらず公式を作 》出す唆での過程を論理的に追求しようとする。

鋼 自発的に個々の考えを拡げ、友だもな協力しらって、された深めようとす鶴。

教 材 の取 り扱 棒

面積を求める学習は、前学年でもまた本題材に至るまでにも、合同な直角三角形を組み

合わせる o三角形に//1害Jす る 。等積変形するなどの方法で図形を求積してきており、面積

授け定だつねて約理解は一応深政って軽ると考えられる。 しかし、個々に入って、現学級の

実態をつぶきに観察する時、長さを濃Jっ て面積を計算で求めればいいと、安易に考えその

根底に、単位面積が膝くつ並ぶからという演り定的もとの意味が理解されていない児童が目

立って多い。かかる点を十分考慮して、ただ求積方法が公式にあてはある計算練習になら

ぬよう筋道を立てて考えてね(こ とによシ、最 も合理的な求積方法を生み轟させ、それが

公式fな 奎れて騒《藤参、こ御点に特に重点をおれて指導 してねきたい。

指導 計 画

一婁8-

指 導 内 容 学 習 課 題 時

l 平行四辺形の面積を求める公式を見つ

`ナ

させる。

o平行四辺形の面積の求め方を考えよ

う。

2 台形の面積を求める公式をみちびき出

させる。

o台形の面積を計算 で求める方法をい

ろいる考えよう6

１

（
本
時
）

3 ひじ形の面積め求め方を考え、対角線

の長 さを濃」って面積が求められることに

気づく。

4 甕とめのテス ト

◎ひし形の面積の求め方を考えよう。

◎学習を思い出してFED題 を解こう。



5 本 時 の 目標

認知的目標

方眼紙上にかかれた台形で、必要なところの長さを読みとり、いろいろな方法で求

積させ、その最 も合理的なものとして台形の求積公式を見つけさせる。

態度釣目標

lAl 自分の知っている面積の求め方をつかって、いろいろな方法で考えようとする。

lBl 自分の考えを進んでのべ、他の意見も求めて互いにみが なあおうとする。

S 本 時 の指導 過 程

学習課題 台形の面積を計算で求める方法を考えよう。

区 分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

準

備

中

いヽ

確

認

量 本時的学習のめあてを知る

(個人思考 )

露 方眼紙上に書かれた台形の

面積を計算 で求める。

夕」④2つの三角形+長方形

C増 つの三角形的和

の合同な2つの台形の租

〔グループパズ)

辱 各 自の求積方法を話 しあ

れ最 もよい方法を見つ(す る。

(全体バズ)

4 グルー プの相互の方法を出

しあい本時の課題解決に追る

(ま とめ)

3 みつけた方法をことばの式

で表わ してみる。

6 他の台形でもた しかめてみ

る。

o全児に課題を確認させる

oそれぞれの能力に応 じて既

習の知識をつまく出させて

そ約方法を考えさせる。

の 2× 4■ 2
1+4× 3

1× 4÷ 2

③ 6× 4÷ 2+3× 4÷ 2

⑨ (6+3)× 4÷ 2

o個人思考 したものが、 グル

ー プバズや全体バズによっ

互いにね りあいよりょい求

積、つまり⑨ 的方法が よね

ことに気づかせる。

o(上底+下底)x高 さ÷ 2

のことばの式をわからせる

o時 FBIが なければ省略する。

意欲的に課題 と、

と多くんだか。

他入に左右されず

ねば 多強 く考えて

いるか。

分害」。変形 。合同

などいろいろな方

法が考えられてい

るか。

進んで自分の意見

をのべ他人の考え

とのちがいに気づ

とうとしているか。

よい方法がわかっ

たか。

もっとや多たい気

持ちがあるか。

-39-



第 5学年 2組   算 数科 学 習 指導案   2校 時

指導者  小 り|1征 子

1 単元  考 えま しよ う (3)
2 目標

認知的目標

(1)解答や条件に範囲がある問題を解決する能力を養 9。

(2)い ろねろな事象 1/Cつ いて、順序よく推論を進め、判断をくだす思考力を養 つ。

態度的目標

輔 落ちや重なりなく、順序よくすじ道を立てて考ぇ、最 も者5合 のよい場合を求めよ

うとする。

③ 自発的に個々の考えを拡げ、友だちと協力し合って、さらに深めムうとする。

3 教 材 の取 り扱 い

文章題のため、題意の理解が充分できない者 もかなり居ると思われるので、できるだけ

具体的な場面で条件をはっき,させてから、問題解決に当るよう指導 したね。校た、直観

的、偶発的に解答を見つけられても、すじ道立てて思考 じ説明できない者 も数多い。本単

元では、できるだけ論理的な思考が充分できるよう特に配慮 したい。

4 指導 計 画

容内導指 題課習学 時

l 全単元を見通 じ、学習計画をたてる。

2 それぞれが範囲のある 2組 の条件から

求められる解答を考えさせる。

o全単元を見通 し、学習計画をたてる。

o組 の人数の範囲を考えて、条件に合 つ

ねすの数を考える。

3 解答に範囲がある問題を考えさせる。 o条件を明確にし、駐車料金 と駐車時間

の範囲について考える。

4 数量に関 して、順序 ょく推論を進め、

判断する問題を考えさせる。

,三人的唆とぁて競争の得点につ棒て考

える。

5 事象の組み合わせやllE序につねて、順

序 よく推論を進め判断する問題を考えさ

せる。

oデ ッジポールの試合の成績について、

いろ搾ろな組み合わせで考える。

1

鶴

-40-



本時 の 目標

認知的目標

(1)いろ膝ろな事象について、順序よく推論を進め、判断をくだす考えを養 9。

態度的目標

釣 チームの組み合わせを、条件に合わせて順序よく考えようとする。

lBl 自分の考えを進んで述べ、他の意見も求めて互いにみがきあお りとする。

本時 の指導 過程

o学習課題を提示する。

◎ひろしとみのるの予想をも

とにゝ両方の条件に合 多順

位を見つけさせる。

Oバ ズによって、各自の考ぇ

を確かめ合ぃ、深めさせる。

oで きるだけ進んで自分の

考えを述べ、他の意見 も

よく聞 くよう指示する。

OA、 Dは ともにだめ。

Bが あた弓ているとすると、

3位はAか Cになる。みの

るがあたっていないからだ

め。あたったのは C。

oま さギせ かず子の予想を表

に整理させる。

①次時の学習につねて確認さ

せる。

-41-

o熱心にと多

くんだか。

o進んで自分

の考えを述

べ、深めた

か 。

◎より良搾方

法について

理解 したか。

o学習意欲の

高まりはあ

っ た か 。

ひろし君 とみのる君の予想をもとに、 ドッジが■Ю 成績のllF位 を考えよつ。

教 師 の 活 動 評価の観点区 分 児 童 の 活 動

菫 学習課題について知る。

(個 人)

2 ドッジボールの試合の成績の

順位につぃて調べる。

(グループバズ)

3 各自の順位についての考えを

グルー プで話 し合 9。

(全体バズ)

4 グルー プでの話 し合いを発表

する。

(l13人 思考 )

5 量暴①溜競争の順位の予想を

もとに、発表 された順位を考ぇ

る。

6 次時の学習につ移て知る。

学習課題

準

備

守

いヽ

確

調
恥



第 5学年 2組 纂数科学習指導案

指導者

重校 時

環L村 三 郎

磯

一
　

９

縮

単元  考 え唆 しよ う

目標

認知的理標

(1)簡単なことがらについてヽ場合を順序よく整理 センて｀そのすべての場合をあげた

り、数を求めたりするヒとができるようにさせるo

態度的霧標

輔 起こりうる場合を軽ろいろに考え《落ちや重なシのないようちj顆序菫≪整理 して

考えようとする。

轡 課題解決に全員が参加することをめざし、協力し合って深めるO

O自 発的にf固 々の考えを拡げたり、深めたりしよつとする。

O糧手の立場を尊重 し合って意見を聞棒たりヽ 話 したりする。

教 材 の取 り扱 い

場合の数を考える問題は、これまでにもいくつか経験 しているが、必ず しもすべての場

合をつくすまでにいたつていない。そこで本単元の指導では、落ちや重なりのないように

その条件にあてはまるすべてを考えさせゝ順序よ〈整理 して調べて棒〈能力をね りた移。

指導 計 画

-42-

〇学習計画を立てる。

２

（二
２
本
時
）

‡ 学習前テストを行ない、全単元を見

通 じ学習計画を立てる。

2 簡単なことがらにつねて、起こり得

る場合と、その数を順序よく整理するo

③ある数の中から決つた数だけ選がと

組み合わせは何通 りできるかを考え

oい くつかのものを全部並べる場合に

何通 り⑪並び方があるかを見つける。

のゃや複雑な組み合わせの場合の問題

を順序 よく整理 して2-~え る方法を知

◎やや複雑な場合の組み合わせの時題

でどん亀畿ができるかもれなく考える。

3 やや複雑なことが らについてヽ起 こ

警得る場合 と、その数を順序 上≪整理

する。

指 導 内 容



吻 本 時 の 目標

認知的目標

o 簡単な場合につね7_~、 順列をその場合の数を考えさせる。

態度的霧標

総 起 れり得る場合の数を、順序 よく整理 して考えようとすも。

轡 友達約考えをよく聞き、進んで自分の考えものべ合って深るようとする。

S 本 時 の指導 過 程

-43-―

学習課題 い くつかのものを全部並べる場合に何通 りの並び方があるかを見つける。

区分 児 動活約轟塁 教  師  の  活  動  1評価の観点

準

備

中

ひヽ

確

認

1 8枚 のカー ドで3桁の数が

い く通 りできるか調べる。

(個人)

oカー ドを並べたり、 ノー ト

に書棒て考える。

(グルー プパズ)

落 ちや重な りな く、すべてを

あげて醗るか話 し合 ,。

(全体)

順序 よく整理 したか検討する。

2 兄弟 3人 が自動車に乗 ると

きのすわり方を調べる。

(個人)

好 きな図に書ねて考える。

(グルー プバズ)

図 (表)な ど有効に用い、順

序だてて考えたか話 し合 う。

(全体)

考え方を発表 し合い検討する。

思考のあとをふ 夕かえる。

S 次時の学習課題 を知る。

◎何を読んで課意を把握させる。

◎可能な場合めすくてを求める意

味であることを明毎かにする。

o落 ちや重な りのないようj順序 よ

くあげるよう注意する。

①友達の考えと自分の考えを比較

しながら話 し合わせる。

o考えていった、道す じ、過程を

問題 として検討 してい く。

o特定のものに着目する考えをお

さえたい。

o父 のところ固定に気づかせる。

◇考える対象を記餐粁と、図式∫ヒじ

起 こ酢うるすべてを上げさせる。

O観ノ点が明確で、条件 を満 して搾

るか確かめさせる。

01の問題 と同 じことに気づかせ

る。

◎順織 1て て考えてね 〈通との利

点に気づかせる。

◇次時の学習への意欲づ4ナ を図る。

めあてを知

っ た か 。

意欲的に取

り組んだか。

進んで話 し

合いに参加

し、考えよ

つとしたか。

自分で感Uり

出 して考え

菫9と した

つヽ。



特 別 学級 高学 年部 学 習 指導案

指導者

2校時

布 施 恵 津

１

　

２

単元  カレ ンダー 作 り

目標

認知的目標

(1)菫 年を通 して、四季、曜日、月、週ゝ祝祭日、きのう、きょり、あす、あさって

等がわかる。

(2)能力に応 じて、いろいろな版画の方法を使って書き、数字も正じ〈書ける。

態度的目標

組)き められた仕事にしたがって、責任をもってやりとげる。

毎 おたがいに助け合つて、なかよく仕事を進めるとともに、あとしまつもきちんと

やれる。

教 材 の取 り扱 い

修学旅行や遠足等で、 カレンダーはと多あげている。―‐3れを手がかりに新 しい年のカ

レンダーに関心を持たせるようにもっヽてい き、 日数の数ぇ方や、季節的な変 fヒ がわか

るように したい。「 こょみ,1と いう昔からつかわれているものにふれることもたいせ

つなことと思 つ。四季や、 12か月の学習から、理科的なこと、社会科的なことも関

連 して理解させることができると思 9。 新 しいカレンダーを写すと棒 うことでな く、

見通す力 もつ1ナ られるようになってほ しい。 また、作 り上げたものを、ふだんおせゎ

になつている人たちへ、感謝の気持ちをもつことができ、あいさつや、おれいのこと

ば もねえるようにし、人に接するときのノiい のつなが りこそこの子たちにとって尊いこ

とである。 5、 6年 7名 で、仕事は少 しずつ助け合えるようになってきた。

指 導 計 画

-44-

導 内 容 学 習 課 題 時

o四季をわからせる。 Ol年は 12か月あること oこ とl_め カレ/ヌ・
― を読む

◎躍日ゝ祝祭翼、大小の月 (多 るう年 )

o数字の配列、 きの つきまり、あすぁさって

o新 しい年 (1974年 、昭和

49年 )の カレンメ
°
一 を調褐

◎版画を作 っヽたり、すったり、数字の書 き方、

とじ方、道具の使い方

o仕事の手順、協力することのた軽せつさ

o新 しれ年のカレンメ‐をつくる。

(1月 の日付を書 きこむ)本時 15



o作 ったカレンダーを見おお しながら、 カレン

ルーの必要性をたしかある。

⑬ふだんおせゎになった人たちには、感謝のノ心

を持つ通とは、人間としてたいせつでぁる。

◎社会的行事を知 った り亀決 まり

ある生活にはかかせなね もので

ある。

o作 ったカレンダーを配る。

本 時 の 目標

認矢目自勺翻導票

◎磯週間、 1か月、大/JAの 月、土曜、日曜亀祝祭日を知る。数字が正 じく書ける。

態度的量標

ω  ことしのカンソメ
°
―をもとにして考えようとする。

①)能力に応 じた力を出し、たりないものを補い合う。

本 時 の 指導 過程

-45-

区 分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 評価の観点

準

備

　

甲

いヽ

ま
　
と
　
め

きょうの学習や仕事をきで

○月男Jの画をみながら、お話

をず・る。

oつ きの仕事はどんなことを

するのか話合 ,。 (2人 3々く

o数字は、 どんな書 きかたが

よ搾だろうか。 (個 人バズ)

ol月 の土ゝ 圏躍ゝ祝祭日と

ふつつ目をくべつして書 きこ

む。 徹 師 と 1対 1のパズ)

07人 の書棒た日付を比べて

自分のは どうか。友だちのは

どうか と思 っヽたことを発表す

る。

oつ ぎの時間にすることをき

t/1てお く。

0あ としまつをする。

ミ→

b話がききやすねようにくふ

| うする。

10た どたどしいながらも、 自

分の思って移ることが大 量

な声で発表できるようにか

じをとる。

③カレンダーめ数字は、正 し

く、大 量 (、 だれにでもゎ

か力やす 〈書 〈遼とに気づ

かせる。

o友 だちの作品を見て、ひと

つでもいいから話せるよう

に力う する。

o学習のまとめをする。

o協力 して、 1瞑序 菫く仕事が

やれるょつに導 〈。

oし っか りき:ナ

たか。

◎きく人に よく

わか ったか ど

うか。

o話 して棒るこ

とが、少 しず

つでも、中心

にふれている

かどうか。

oよ くわかるよ

うに書けてい

た か 。

oイkづユよく[勢 (ナ

合えたか。



車 0バ ス 時 亥J表

|

|ぜ

|:

}|

東海 道本線  能登川 駅発

上 り 下 り

第

　

一
　

日

■ 5:49

16:■ ■

米  原 行

大 垣  行

1 5:591 西 明 石 行
… … … …

― 一 一 ― 一 一 ―
十

一
―一

―
― ― ― ―

… … … … … … …

6:341  ″

16:52 米  原 行 I…亭
‐

:‐ 丁
~3~~1~孫

=凝
落

■ 7:11 大 垣 行
―ITT ryI一蔦

「

~悪
I~蔦

第

一
一
日

■ 2:■ ■ 大 垣  行 12:0■ 西 明 石 行

■ 2:47

■ 3:46

米  原  行 12:32

■ 3:291  〃

近 鉄 バス (八 日市一一能登川線 )竜 田 口発

能  登  川  駅  行 八 日 市 駅 行

第

　

一
　

日

■ 5:25 ■ 5:43

■ 6 : 1 5

■ 6 : 5 0

■ 7:20

1 6 : ■  3

■ 6:48

1 7 : 2 3

第

一
一
日

12:05

12:35

■ ■  : 5 8

■ 2:28

■ 3105 13:03

近 江鉄道   五個荘 駅 発

上 り 下 り

第
　
一　
日

15:49 彦  根 行 ■ 5:57 近江八幡行

■ 6:11 米 原  行 ■ 6:■ 9

16:33 彦 根 行 16:41

第

一
一
日

■ 2:09 米 原 行 ■ 1 :55

12:3■ 彦 根 行 12:39

■ 3:■ 5 米  原  行 ■ 3:0■

近 鉄バ ス  国道竜 田 口発

16:49

!

:|

木 之 本 行 近 江 八 幡 行

16:48


